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青森家庭少年問題研究会では、25年７月か

ら、毎週土曜日の午前中、小学生・中学生を

対象に、学習支援活動を行っています。

青森市母子寡婦福祉会の協力を得て、ひと

り親家庭の子どもたち10人を対象に、ボラン

ティア登録してくれた県立保健大学の学生さ

んなどが、子どもたちの学習進度に合わせて

１対１を原則に勉強を教えています。

■高校受験大詰めです。

新年を迎え、中３生は、高校受験の願書

提出締切が迫り、最終的な志望校の決定時

期です。県立高校の試験日は３月１０日、

残すところ１月余りとなりました。

受験生も、支援を行う学生さんも、受験

勉強に熱が入ります。過去問や模擬問題を

中心に、受験本番を意識しながら、一問一

問解いて、できなかったところを確認し、

知識を確実に身につけていっています。試

験当日は、体調を万全にし、持てる力を最

大限に発揮して欲しいと願っています。

■支援活動の研究発表を行いました。

去る１２月１４日、県立保健大学で行わ

れた2019青森県保健医療福祉研究発表会

で、皆さまの御協力をいただき、「サタデ

ィ☆くらぶ」の活動について、研究報告を

させていただきました。

学習支援活動に見る「メンタリング」の

機能について～大学生ボランティアへの意

識調査の結果から～と題し、学習支援活動

を通じて大学生ボランティアに生じた子ど

もに対する「気持ち」を整理することで、

学生の働きかけが子どもの変容にどのよう

に関与するかの視点を整理したものです。

この中で、子どもとの信頼関係の深まり

が、子どもの変容に影響を与えることが確

認されたこと。また、学生さんの熱意の一

方で、その信頼関係の形成に悩みやとまど

いもあることも浮き彫りになりました。

今後は、子ども一人ひとりの特性や効果

的な関わり方を学生・スタッフで随時共有

できる仕組みを作ることで、効果的な支援

が行われる体制づくりに努めていきたいと

考えています。


